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■詳細情報 

対象疾患 消化管癌 

医療現場ニーズ 現状では術中の転移診断は病理迅速診断に依存している。 

アセットの概要 アミノレブリン酸（ALA）を用いた術中蛍光イメージングにより、on-

site での転移診断を可能する。 

関連する研究費 

（申請中を含む） 
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論文、特許、共同研究等  

 



 クロロフィルやヘムの前駆体である5-ALAは、それ自体に光感受性はないが、ミトコンドリア内で
代謝されて蛍光物質であるプロトポルフィリンIX（Pp IX）に変化する。

5ｰALAとは

 Pp IXは癌に多く集積する特徴（Warburg効果1））があり、特定の波長（410nm）の光で励起すると、
636nm、705nmにピークを有する赤色蛍光として観察され、癌の認識が可能であるとされている。2)

１）O.Warburg, On the origin of cancer cells, Science,1956.
2） Baumgartner R, et al. Photochem Photobiol. 1987
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